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中
国
東
海
岸
と
台
湾
、
そ
れ
に
朝
鮮
半
島
と
九
州
に
囲
ま
れ
た
環
東
中
国
海
沿
岸
地
域
の
密
接
な
交
流
に
関
し
て
は
、
か
っ
て
凌
純
声
が

「
東
亜
地
中
海
」
と
形
容
し
た
よ
う
に
極
め
て
活
発
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
交
流
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
最
近
と
み
に
中
国
や
日
本
、
そ
れ
に

朝
鮮
の
国
家
・
政
治
体
制
と
の
関
り
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
来
歴
に
関
し
て
は
、
稲
作
農
耕
の
日
本
へ
の
導
入
過

程
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
の
交
流
を
担
っ
た
先
史
時
代
漁
民
の
存
在
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
積
極
的
な
考
察
の
対
象
と
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
中
、
渡
辺
誠
、
雨
宮
瑞
生
、
金
建
沫
は
こ
の
地
域
の
釣
針
に
対
し
て
、
一
定
の
検
討
を
加
え
た
。
渡
辺
は

中
国
の
釣
針
を
集
成
し
て
初
め
て
中
国
全
体
の
釣
針
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
朝
鮮
と
西
日
本
の
釣
針
に
関
し
て
、
「
交
流
」
の
視
点
か

（
１
）

ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
基
礎
的
資
料
を
出
来
る
だ
け
集
成
し
て
検
討
を
行
う
と
い
う
氏
の
手
法
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
く
あ
る
が
、
黄
・
渤
海

地
域
や
東
北
朝
鮮
・
沿
海
州
地
域
と
の
関
連
は
不
明
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
雨
宮
は
「
環
東
中
国
海
所
地
域
」
の
観
点
か
ら
骨
角
牙
製
漁

携
具
を
分
析
し
、
更
に
西
日
本
の
釣
針
に
も
考
察
を
広
げ
て
い
る
が
、
沖
縄
、
台
湾
に
は
一
一
一
一
口
及
す
る
も
の
の
韓
国
を
含
め
て
黄
渤
海
沿
岸
地
域

（
２
）

を
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
し
た
た
め
に
、
そ
の
結
論
は
一
面
的
な
も
の
に
終
わ
っ
て
い
る
。
金
建
沫
は
韓
国
の
先
史
・
古
代
漁
業
を
総
合
的
に

把
握
し
よ
う
と
し
た
意
欲
的
論
文
を
提
示
し
た
が
、
具
体
的
な
漁
法
の
復
元
が
不
十
分
で
、
自
然
遺
物
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
慮

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
拶
文
化
（
甲
元
）

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化

は
じ
め
に

甲
元
眞
之
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環
東
中
国
海
沿
岸
地
域
の
新
石
器
段
階
に
見
ら
れ
る
漁
携
具
の
う
ち
釣
針
は
、
単
式
釣
針
、
逆
Ｔ
字
形
釣
針
と
結
合
式
釣
針
の
一
一
一
種
で
構
成

さ
れ
る
。
単
式
釣
針
（
の
］
長
］
の
百
・
・
斤
）
は
逆
刺
の
有
無
と
付
け
る
場
所
に
よ
り
、
一
一
一
種
類
に
分
類
で
き
る
ｃ

弥
生
時
代
に
先
立
っ
て
漁
民
の
活
動
が
顕
著
に
な
る
の
は
、
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
初
頭
の
最
温
暖
期
を
中
心
と
す
る
時
期
（
紀
元
前

五
、
○
○
○
年
紀
か
ら
四
、
○
○
○
年
紀
中
頃
）
と
縄
文
時
代
後
期
（
紀
元
前
一
一
一
、
○
○
○
年
紀
末
か
ら
二
、
○
○
○
年
紀
）
の
二
時
期
で
あ

（
５
）

り
、
そ
れ
は
貝
塚
の
形
成
や
朝
鮮
と
共
通
す
る
豊
富
な
先
史
時
代
漁
具
の
出
土
で
示
さ
れ
る
。
前
者
の
時
期
に
は
沿
海
州
か
ら
朝
鮮
東
部
沿
岸

地
域
に
展
開
す
る
寒
流
系
漁
携
具
と
共
通
す
る
点
が
多
い
の
に
対
し
て
、
後
者
の
紀
元
前
二
千
年
紀
の
漁
携
具
は
寒
流
系
に
加
え
て
、
中
国
渤

海
湾
沿
岸
地
域
で
発
達
す
る
種
類
と
共
通
す
る
側
面
も
見
ら
れ
、
弥
生
文
化
形
成
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う
先
駈
け
と
も
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
漁
携
具
の
中
で
釣
具
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
使
用
法
、
対
象
と
な
る
魚
類
に
つ
い
て
検
討
し
、
当
時
の
漁
民

活
動
の
一
端
を
把
握
す
る
こ
と
に
す
る
。

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

（
３
）

し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
遺
物
論
に
終
始
し
説
得
的
で
あ
る
と
は
一
一
一
一
口
い
難
い
。

先
史
時
代
の
漁
携
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
対
象
と
す
る
魚
種
と
の
関
連
に
お
い
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
広
域
的
な
視
野

（
４
）

で
漁
具
の
検
討
を
行
う
か
、
あ
る
い
は
申
叔
静
の
よ
う
に
小
範
囲
の
生
態
環
境
内
で
の
相
互
関
係
を
徹
底
し
て
行
う
と
い
う
手
法
が
輯
三
ま
れ
る

で
あ
ろ
う
。

Ａ
亜
無
逆
刺

Ｂ
ｍ
外
逆
刺

Ｃ
函
内
逆
刺

ま
た
材
質
に
よ
り

Ｉ
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Ｂ
叩
有
快

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
逆
Ｔ
字
形
釣
針
の
素
材
は
骨
角
製
品
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。
形
態
が
極
め
て
単
純
な
こ
と
か
ら
、
ヤ
ス
な
ど
の
刺

突
具
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
こ
れ
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
出
土
数
が
今
後
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

結
合
式
釣
針
（
８
日
ご
・
の
言
可
○
・
戸
）
は
釣
針
の
針
先
と
軸
を
別
個
に
つ
く
り
、
結
び
付
け
る
も
の
で
、
単
式
釣
針
よ
り
も
古
く
か
ら
製
作
さ

れ
た
釣
具
で
あ
る
。
軸
部
と
針
部
の
素
材
に
よ
り
、
次
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

軸
部
（
の
冨
昌
）

針
部
（
冨
呂
）

Ａ
如
骨
角
製

Ａ
亜
骨
角
製

Ｂ
血
石
製

Ｂ
函
牙
製

Ｃ
亜
貝
製

Ｃ
函
爪
製

Ｄ
函
牙
製

Ｄ
函
石
製

と
す
る
。

逆
Ｔ
字
形
釣
針
（
の
］
の
己
の
同
囚
・
品
の
》
夢
Ｈ
・
＆
、
。
Ｈ
囚
の
）
は
長
さ
が
五
～
一
○
ｍ
の
両
端
を
尖
ら
し
た
棒
状
の
釣
針
で
、
針
中
央
部
に
緊
縮
の

た
め
設
け
た
快
り
の
有
無
に
よ
り
、
二
種
類
に
区
分
さ
れ
る
。

Ａ
函
無
快

ｃｂａ

貝牙骨
製製製

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化

（田‐一兀）



単式釣針出±遺跡

鰹
第１表

『
環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

番号 遺跡名 所在地 所属年代 形式 数量 備考

１ 大波口 山東省泰安県 大i文口文化 Ａｂ ３ 軸上端に快り

２ 尹家城 泗水県 周代 ＡＣ １ 軸上端に扶り

３ 桃官荘 雛坊県 龍山文化後期 Ａａ １ 軸上端に挾り

４ 魯家溝 雛坊県 大i文口文化 Ａａ １ 軸上端に２条溝

龍文化 Ａａ ２ 軸上端に２条溝

５ 照格荘 牟平県 岳石文化 Ａａ １ 軸上端に溝

６ 大城山 河北省唐山市 龍山文化 Bａ １ 軸上端に溝

Ａａ １ 軸上端に溝

７ 唖叺荘 任丘'1市 龍山文化 Ａａ １ 軸上端に孔

８ 英本村 遼寧省長海県 上石馬上層文化 Cａ ３

９ 上石馬 長海県 上石馬上層文化 Ａａ １

1０ 古南里 忠清南道泰安郡 青銅器時代 Ａａ ２

1１ 東港里 慶尚南道統営部 新石器時代 Ａａ ２

1２ 西浦項 成鏡北道先鋒部 新石器時代 Ａｂ ２

Cｂ １

1３ ポイスマン 沿海州 新石器時代 Cａ １ 軸上端に溝

1４ ペスチャヌイ 沿海州 青銅器時代 Cａ １ 軸上端に溝

1５ 山鹿 福岡県遠賀郡 縄文時代前～後期 Bａ １ 針部のみ

1６ 新延 鞍手部 縄文時代中期 不明 １ 軸のみ

ａ １ 針部のみ

縄文時代後期 ａ １ 軸部のみ

1７ 天神山 糸島郡 縄文時代後期 １

1８ 佐賀 長崎県上県郡 縄文時代後期 ａ ６ 軸のみ

1９ 脇岬 長崎県西彼杵郡 縄文時代後期 Ａａ １

ａ １

2０ 有喜 諌早市 縄文時代中～後期 ａ １

2１ 宮下 南松浦郡 縄文時代後期 ａ １

2２ 沖ノ原 熊本県天草郡 縄文時代後期 Ａａ ４ 軸上端に２条溝

2３ 小池原 大分県大分市 縄文時代後期 Ａａ １ 軸上端に２条溝

2４ 横尾 大分市 縄文時代後期 Ａａ 1 針部先端欠損

2５ 竜宮 直入郡 縄文時代後期 Ａａ ２ 軸上端に挾り

2６ 片野 鹿児島県曽於郡 縄文時代後期 Ａａ １ 軸上端に挾り

2７ 麦の浦 川内市 縄文時代後期

2８ 市来 日置郡 縄文時代後期

2９ 草野 鹿児島市 縄文時代後期 Ａｂ ７ 軸上端に挾り

3０ 武 縄文時代後期 Ａａ ２

3１ 犬田布 大島郡 縄文時代晩期 ＡＣ １ 軸上端に挾り



－１３７－

文献（第１表の遺跡番号に同じ）

１山東省文物管理所・済南市博物館「大泣口」1971年。

２山東大学歴史系考古専業「泗水尹家城」1990年。

環３山東省文物考古研究所・山東省博物館・中国社会科学院考古研究所山東
東隊・山東昌雛坊地区文物管理小組「山東桃官荘遺阯発掘報告」『文物資料
中集刊』５，１９８１年。
黒４中国社会科学院考古研究所山東工作隊Ⅲ東雛坊地区芸術館｢雛県魯家
の溝新石器時代遣阯Ⅲ考古学報』1985年3期

空５中国社会科学院考古研究所山東隣煙台市文管所｢山東牟平照格荘遣阯」
漁『考古学報ｊ1986年4期。

雲６河北省文物管理委員会｢河北唐山市大城山遺趾発掘報告｣｢考古学報j1
化959年3期。

軍７河北省文物研究所・槍州地区文物管理所「河北省任邸市唖叺荘遣阯発掘
元報告」『文物春秋』1992年、増刊号。
￣８三宅俊成『東北アジア考古学研究』1975年。

９遼寧省博物館・旅順博物館・長海県文化館「長海県広鹿島大長山島貝丘

遺阯」「考古学報』1981年1期、渡辺誠「中国古代の釣針」『東アジアの考
古と歴史』1991年。

１０漢陽大学校博物館「安眠島古南里貝塚」1990,91,93,97.
11国立晋州博物館『欲知島』1989年。

１２金用汗・黄基徳「西浦項原始遺跡発掘報告」「考古民俗論文集」４，１９７２
年。

１３ｊ1.肌poLlHcKIIilHeoJⅢＴⅡnaJIeoIIeTaハル10)I(Ho｢OHpHMopⅡ11995,1ⅢpoluⅢＣｌ(HileT､al

PaKo8HHaJlXytla8BYxTeBoIlcMaHa・BecTHHKlBOPA111995-4
ｌ４ＡｎＯ１(AUjlKO8血e8Heen0ceneHeeHan0nVocTpoBeneciIaHoMYBna｣lH80cTKa.}l3UATHbCTB
AKMEMH11HAyACCCPl９６３．

１５山鹿貝塚調査団「山鹿貝塚」1972年。

１６鞍手町埋蔵文化財調査会「新延貝塚』1980年。
１７山崎純男の教授による。

１８長崎県峰町教育委員会「佐賀貝塚ｊ1989年。

１９坂田邦洋『対馬の考古学ｊ1976年,長崎県教育委員会『原始・古代の長崎
県資料編Ⅱｊ1997年。

２Ｏ諌早市教育委員会「有喜貝塚ｊ1984年。

２１長崎県教育委員会『原始・古代の長崎県資料編Ｉｊｌ９９６年。

２２五和町教育委員会『沖ノ原遺跡』1984年。

２３雨宮瑞生「南九州の縄文釣針」『季刊考古学」第25号,1988年。
２４注23に同じ。

２５注23に同じ。

２６注23に同じ。

２７注23に同じ。

２８鹿児島県日置郡市来町教育委員会『川上（市来）貝塚」1991年。
２９鹿児島市教育委員会『草野貝塚』1988年。
３０渡辺誠『日韓交流の民族考古学』1995年。

３１鹿児島県大島郡伊仙町教育委員会『犬田布貝塚」1984年。
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第２表逆

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

文献（第２表の遺跡番号に同じ）

１中国社会科学院考古研究所山東工作隊・山東省雛坊地区芸術館「雛県魯

家溝新石器時代遺阯」「考古学報ｊ1985年１期。
２煙台市文物管理委員会「山東煙台白石村新石器時代遺阯発掘簡報」『考古ｊ

1992年７期。

３遼寧省文物考古研究所・吉林大学考古系・旅順博物館「遼寧省瓦房店市
長興島三堂村新石器時代遺阯」『考古』1992年２期。
４中国社会科学院考古研究所『双陀子与崗上』1996年。

５東亜考古学会「羊頭窪』1942年。

６森修「関東州旅順管内内山頭村会大台山遺蹟」「考古学雑誌」１７巻５号、

1927年。

７遼寧省博物館・旅順博物館「大連郭家村新石器時代遺阯」ｉ考古学報』
1984年３期。

８遼寧省博物館・旅順博物館「旅順於家村遺i''二発掘報告」『考古学集刊ｊ１、

番号 遺跡名 所在地 所属年代 形式 数量 備考
１ 魯家溝 山東省維県 大泣口文化 Ａ １

龍山文化 １

２ 白石村 煙台市 大i文口文化 Ｂ ２ 両側刻み
３ 三堂村 遼寧省瓦房店市 高台山文化 Ｂ ４ 両側刻み

小殊山上層文化 Ｂ １ 片側刻み
４ 双陀子 大連市 双陀子第２期文化 Ｂ ４

双陀子第３期文化 Ｂ ２

５ 羊頭窪 双陀子第３期文化 Ａ ６

Ｂ ９ 片側と両側刻み
６ 大台子 双陀子文化 Ａ 1

７ 郭家村 郭家村下層文化 Ａ １

郭家村下層文化 Ａ 1

Ｂ １ 片側刻み
８ 於家村 双陀子文化 Ａ ３

９ 大噌子 双陀子文化 Ｂ ４ 片側と両側刻み
1０ 上石馬 長海県 上石馬上層文化 Ａ 4２

1１ 蠣磧崗 上石馬上層文化 Ａ １

1２ 大藩家村 大連市 小殊山中層文化 Ａ ２

Ｂ ３ 両側快り
1３ 東港里 慶尚南道統営郡 新石器時代 Ｂ ２ 両側挾り
1４ 東三洞 釜山市 新石器時代 Ａ 数点
1５ 新延 高岡県鞍手郡 縄文時代後期 Ａ １

1６ 志多留

『
ｑ 長崎県上県郡 縄文時代後期 Ｂ ３ 中央窪み

1７ 佐賀 縄文時代後期 Ｂ ３ 中央に刻み
1８ 脇岬 西彼杵郡 縄文時代後期 Ａ

1９ 大浜 福江市 縄文時代後期 Ａ 1

Ｂ １ 中央窪み
2０ 中島 縄文時代後期 Ａ ３

2１ 室)|’ 沖縄県沖縄市 縄文時代後期 Ｂ １ 両側に挾り
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1981年。

９遼寧省文物考古研究所・吉林大学考古系・大連市文物管理委員会「遼寧
大連大噛子青銅器時代遣阯的発掘」ｉ考古』1996年２期。

環１０遼寧省博物館・旅順博物館・長海県文化館「長海県広鹿島大長山島貝丘

棗遣阯｣｢考古学報j1981年1期､渡辺誠｢中国古代の釣針｣｢東ｱｼﾞｱの考古
国と歴史」1987年。
海１１注10に同じ。

実１２大連市文物考古研究所｢遼寧大連大藩家村新石器時代遺阯｣『考古｣1994
史年10期。
漁１３国立晋州博物館『欲知島』1989年。

鬘１４及川民次郎｢南朝鮮牧ﾉ島東三洞貝塚｣『考古学｣４巻5号､1933年､横
化山将三郎「釜山府絶影島東三洞貝塚報告ｉ史前学雑誌」５巻４号、1933年、

軍ＬＬ・Sample,Tblzgsα"dollg-ACo"tr伽tjolMoKbl.eα'WCC川icaJM
元HIstory．

Ａ7℃ｔＺｃＡ"t/jorOpoZogy.１１－２，１９７４．
１５鞍手町埋蔵文化財調査会『新延貝塚」1980年。

１６坂田邦洋『対馬の考古学』1976年。

１７長崎県峰町教育委員会「佐賀貝塚ｊ1989年。

１８注16に同じ。

１９長崎県教育委員会『大浜遺跡』1998年。

２０福江市教育委員会『中島遺跡』1987年。

２１沖縄国際大学考古学研究室「室川貝塚２～４次発掘調査概報」『沖国大考
古』第４号、1980年。
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第３図逆Ｔ字形釣針
三堂村、５～１１；双陀子、
～３０；大噴子、３１～３６；上
４５：新延、４６～４８；志多留

!）１；魯家溝、２；白石村、３．４；
羊頭窪、２５；郭家村、２６；於家村、２７
～４２；大藩家村、４３．４４；東港里、
室川、５３．５４；中島

１

坐０

岡



－１４３－

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

｡

P.,

3齢}Ⅱ
4～９．１２

O
DoｂＣａ

蕊
､●

２２

●１●１ ｡｡

叩鰄iIiAﾎﾟﾄﾞｷﾞi｛１５

ロ 鋤
２０

１
ロ

０

６６１

一一』認

葱′
ＤＣ

、

プ

ザ
の

１

副
ｆ
Ⅵ可

第４図逆Ｔ字形釣針出土遺跡分布図（数字は一覧表の番号と一致）
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第３表結合式釣針出土遺跡

露
環
東
中
国
海
の
先
史
漁
拶
文
化
（
甲
元
）

番号 遺

…
’ 下名 所；生地 所属企

￣

￣

Lf； チ ’式 数量
巳
Ｄ
ｙ

１ 享 ｂ､ 遼寧省フこう皇「

一
Ｊ

郭家ｷミ 文’

ノ
ユ Ａ ５ 劇 みあ り

２ 大噌二Ｆ 】〔陀二 と文‘

〃
］ Ａ １ 繭 みあり

３ 北呉「

一
凸

Ｊ１上 冒河Ｔ

一
Ｊ

ノ 、U9LI 文’

／
』 Ａ ２

４ 安島 全羅 有ｉｆ孟麗） '7

－
１

正 霧;時’

Ｐ
。

b後鄭 Ｂ １

』
卿

５ 大鏡島 麗） |誰 Ｉ }f石器 時 ｔ Ａ １
』
１

Ａ ５
､
■l
凸

心 -先
Ｂ １

■
宅
■
ク
シ -先

６ 公島 新石器時代後｝ Ｂ ２ 軸
Ａ ２ -先

７ 東港里 憂尚南道統君 Ｉ 新石器 痔イb後鄭 Ｂ １ 駒
Ａ １ -先

８ 二老大島 新フ曰器時’ LIG後灘 Ａ １ 劇
Ａ ５ -先
Ｂ １ -先

９ 煙台島 新石器１時代前鄭 Ａ １ 劇
Ａ ６ -先

新フ曰器時’ｔ後期 Ｂ ４ 劇
Ａ ５ -先

1０ 日：
□、
妄 z里 氾 jll諾 Ｉ 潟 `石器時代後期 Ａ １ 金 -先

1１

曲
一
』
Ｆ 羽理 金海7

一
Ｊ

新石器時イ上後期 Ａ １ -先
1２

。
、

」方派 釜山７
一
Ｊ

;＃ :石器時代 Ｂ ６ 朝
Ａ １ 朝
Ａ ８ -先
， １ -先

1３ 東三il7i 新石器痔代 Ｂ ８ 劇
Ａ １ 朝
Ａ 1２ -先

1４ 17岩里 憂尚南道蔚ｿ､ト 君 I 新石器時‘ Lfi Ｂ ５ 朝
1５

卜
’

二峰里 ;周 石器時’ゼ Ｂ ２ 朝
1６

亡
三

２山里 江 東道東 毎Ｔ

一
Ｊ 菊 石器時’七

1７ 鷺 蔦LＬ 里 嚢 陽 槌 ド 3Ｗ 石器時‘燈前 灘 Ｂ 5３ 朝
1８ 校1F 春

ｌ
ｒ

’
１

;闇 石器時’七 Ｂ １ 軸
1９ 草昌 上道 蘭 ilE 住7

一
Ｊ 着

ｂ

●

釦 ゼ Ａ 1５
Ａ 4９ -先

2０ ペスチヤヌイ 沿 海11,ト 青鈑 拾 Ａ ８ -先
Ａ ４ 劇

2１ Ｌ 」鹿 県遠賀君 縄文時’緒

。
【
ｐ
Ｈ

盈
！

灘 Ｂ １ -先
縄文時ノ

Ｄ
Ｐ
－
Ｐ 坐「

Ｕ・ .灘 Ｂ １ -先
2２ 廷 鞍手諾 Ｉ 縄文時， モ Ｂ １ -先
2３ 駒､櫛 ﾖFｉ 県福岡7

’
１ 縄文時，ど後灘 Ｂ １ -先

2４ (田

」
Ｅ

賀 県唐津Ｔ

’
１

縄文時’

Ｐ
字

自前灘 Ｂ ４ -先
2５ 佐 賀 埼県上県語 Ｉ 縄文時，

Ｐ■も

厄後斯 Ｂ 1５ 金 -先
Ａ ４ 朝

2６ 志多モ

刀
司

縄文１痔’殆後灘 Ｂ ２ -先
2７ 下本Ｌ 」 佐・ 什‘ ,［

フ

ｌ
ｒ

可
く

一
Ｊ 縄文１痔’ど後灘 Ａ １ 朝

2８ 脇岬 西プ Ｚ 自語 Ｉ 縄文１痔’ど後鄭 Ａ ３ 刺
Ｂ ５ -先

2９ 宮

｜
、

有松in浦 縄文時’ど後灘 Ｂ １ -先
3０ 若

．
ｉ
』

：
一

同
心

鳥本 呉玉名語 Ｉ 縄文時’ど後鄭 Ａ １ 朝
3１

１
］
Ｉ

５
． 台 宇土了

一
Ｊ

j縄文時’七後灘 Ａ １ 刺
3２ 浜ノ11ﾄト 牢十手1１ 縄文時’ど後鄭 Ａ １ 朝
3３ 大 矢 本渡

一
Ｊ

縄文時’七後灘 Ｂ １ 朝
3４ ￣ 毛 天草； Ｉ 縄文時‘ Lfi後鄭 Ｃ １ 菊 1テングニシ
3５

ｒ

ｂ
ｗ
Ｄ
ｊ
０ 'ノ原 縄文時’ if;後灘 Ａ ２ 刺

Ｂ ９ 金 -先
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文献（第３表の遺跡番号に同じ）

１遼寧省博物館・旅順博物館「大連郭家村新石器時代遣阯」『考古学報』
1984年３期。

２遼寧省博物館・吉林考古系・大連市文物管理委員会「遼寧大連大噴子青

銅器時代遺阯的発掘」『考古』1996年２期。

３遼寧省文物考古研究所・大連市文物管理委員会・荘河市文物管理弁公室

「大連市北呉屯新石器時代遺阯」「考古学報」1994年3期。
４釜山広域市博物館「凡方貝塚Ⅱ』1996年。

５注４に同じ。

６国立光州博物館『突山松島Ｉｊｌ９８９年、同『突山松島Ⅱ』1990年。
７国立晋州博物館『欲知島』1989年。

８孫宝基『上老大島の初期人類」1982年。

９国立晋州博物館『煙台島Ｉｊｌ９９３年。

１０壇国大学校博物館『泗川|日坪里遺蹟』1993年。

１１渡辺誠『日韓交流の民族考古学」1995年。

１２注４に同じ。

１３及川民次郎「南朝鮮牧ノ島東三洞貝塚」『考古学」４巻５号、1933年、横
山将三郎｢釜山府絶影島東三洞貝塚」『史前学雑誌」５巻４号、1933年、ＬＬ・

Sm72pZe，ACb7ztri6utio〃ｔｏＫＯ”α〃IVboJjt/ijcCtmtzj”HZsto〃．Ａ伽Ｚｃ
Ａｎｔ/Zo7OpoJogy､11-2.1974.

14申鐘煥｢蔚州新岩里」『嶺南考古学」６，１９８９年。
１５東亜大学校博物館『蔚州牛峰里遺蹟』1997年。

１６関東大学校博物館『東海市の歴史と文化遺蹟」1996年。

1７ソウル大学校博物館『薫山里遺蹟」1984,85,88年。
１８金元龍「春川校洞穴居遺蹟と遺物」『歴史学報』20,1963年。
1９朝鮮民主主義人民共和国社会科学院『羅津草島原始遺跡発掘報告』１９５７
年。

２０Ａ.Ⅱ､01(MIIKOB血e8HeeⅡoceJleHeeHanoﾉlyocTpoBeⅡeciIaIIoMyBⅡa川BocTKa}I31ATIbCTBO
AlWlEⅢ1Ⅱl1AyACCCP1963、

２１山鹿貝塚調査団「山鹿貝塚』1972年。

２２鞍手町埋蔵文化財調査会『新延貝塚ｊ1980年。

２３山崎純男の教授による。

２４唐津市『菜畑」1982年。

２５長崎県峰町教育委員会『佐賀貝塚』1989年。

２６坂田邦洋『対馬の考古学』1976年。

２７麻生優編「下本山岩陰」1973年。
２８注26に同じ。

２９長崎県教育委員会『宮下遺跡調査報告解説編』1971年。
３０菊水町教育委員会『若園貝塚』1981年。

３１山崎純男の教授による。

３２注31に同じ。

３３本渡市「本渡市史』1991年。

３４注31に同じ。

３５五和町教育委員会「沖ノ原遺跡』1984年。
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第５図結合式釣針実測図（１）（縮尺１／２）１～５；郭家村、６．７；北呉
屯、８．１３；松島、９；大噴子、１０～１２；東港里、１５～２０；上老大島、２１；１日坪里、
22～３０；煙台島、３１～４５；凡方洞
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第６図結合式釣針実測図（２）（縮尺１／２）１～10；東三洞、１１；安島、
１２；大鏡島、１３～17新岩里、１８．１９；先峰里、２０～３２；蟹山里
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第７図結合式釣針実測図（３）（縮尺１／２）１；校洞、２～22；草島、
23～２４；ペスチヤヌイ
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第８図結合式釣針実測図（４）（縮尺１／２）１～３；山鹿、４
桑原飛櫛、５．６；新延、７～１０；菜畑、１１～２９；佐賀
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第10図結合式釣針出土遺跡分布図（数字は一覧表の番号と一致）
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と
、
大
型
、
小
型
の
釣
針
は
こ
れ
ら
コ
イ
科
の
淡
水
産
の
魚
類
に
応
じ
て
、
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

遼
東
半
島
地
域
で
は
、
大
型
釣
針
一
一
一
点
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
紀
元
前
一
、
○
○
○
年
前
後
の
青
銅
器
時
代
の
所
産
で
、

青
銅
製
の
逆
刺
を
も
つ
釣
針
の
出
現
期
以
降
で
あ
り
、
形
態
的
類
似
性
か
ら
、
そ
れ
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

朝
鮮
南
部
で
は
古
南
里
貝
塚
と
欲
知
島
東
港
里
貝
塚
で
小
型
釣
針
が
各
二
点
出
土
し
て
い
る
。
分
布
上
隔
離
さ
れ
た
状
況
な
の
で
そ
の
性
格

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

東
中
国
海
沿
岸
地
域
で
見
ら
れ
る
単
式
釣
針
は
長
さ
五
ｍ
未
満
で
無
逆
刺
の
類
型
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
所
属
年
代
が
最
も
糊
る
事
例
は

大
泣
口
文
化
段
階
の
内
陸
淡
水
地
域
で
発
見
さ
れ
て
い
て
、
大
泣
口
遺
跡
で
は
小
型
、
魯
家
溝
遺
跡
で
は
六
ｍ
以
上
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

続
く
龍
山
文
化
期
で
は
桃
官
荘
や
唖
叺
荘
で
大
型
が
、
大
城
山
で
は
小
型
が
あ
り
、
今
日
の
と
こ
ろ
、
大
型
と
小
型
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
現
し

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
北
朝
鮮
や
沿
海
州
南
部
の
地
域
で
は
銘
な
ど
の
刺
突
具
に
比
べ
、
釣
針
は
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
。
西
浦
項
貝
塚
で
は
新
石
器
時
代
末

五
村
遺
跡
皿
ア
オ
ウ
オ

北
辛
遺
跡
函
ア
オ
ウ
オ

（
６
）

大
泣
口
文
化
期
か
ら
龍
山
文
化
期
に
か
け
て
の
内
陸
地
帯
で
発
見
共
こ
れ
る
魚
類
に
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。

五
村
遺
跡
皿
ア
オ
ウ
オ
』
へ
〔
て
首
〕
ミ
ロ
ー
『
尼
・
ａ
・
ヨ
ロ
ロ
①
臣
の

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

Ⅱ
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期
に
イ
ノ
シ
シ
の
牙
を
使
用
し
た
、
大
型
と
小
型
の
釣
針
が
計
一
一
一
点
と
、
ポ
イ
ス
マ
ン
、
ペ
ス
チ
ャ
ヌ
ィ
両
遺
跡
で
内
側
に
逆
刺
を
も
つ
類
が

各
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
地
域
で
出
土
し
た
魚
類
に
は
、

農
圃
遺
跡
函
ヒ
ラ
メ
帛
占
日
』
Ｒ
こ
の
・
言
Ｐ
Ｒ
屋
の
、

草
島
遺
跡
叩
ブ
リ
悪
風
・
｛
。
□
ミ
ミ
屋
⑯
日
Ｓ
Ｓ
Ｑ

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
二
言
血
目
・
言
・
品
ミ
ョ
ミ
Ｑ

マ
フ
グ
印
命
屋
日
守
甘
困

ア
ヵ
ガ
レ
ィ
国
営
品
』
○
ｍ
の
。
ａ
①
の
ｓ
、
言

ヨ
ル
ギ
ｇ
』
ど
の
寄
居
菅
１
８
の
（
の

ア
ユ
も
』
⑮
・
品
（
・
の
助
匡
の
曼
言
房

ド
ン
コ
ミ
昌
習
目
ｓ
８
の
。
Ｅ
日

ペ
ス
チ
ャ
ヌ
ィ
血
コ
マ
ィ
国
坦
員
の
町
日
＆
肘

カ
サ
ゴ
砕
盲
召
・
烏
の
ｇ
・

マ
ル
フ
グ
科
与
言
司
・
量
の
の
名

カ
ジ
カ
科
Ｓ
蔓
Ｓ
⑯
ｇ
・

等
が
あ
り
、
刺
突
具
に
よ
る
漁
携
の
補
助
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
７
）

九
州
の
縄
文
時
代
釣
針
に
つ
い
て
は
渡
辺
誠
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
縄
文
時
代
後
期
に
み
ら
れ
る
「
東
日
本
的
要
素
」
の
一
つ

と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
県
新
延
貝
塚
出
土
鹿
角
製
軸
が
、
結
合
式
釣
針
の
軸
と
も
考
え
ら
れ
る
（
第
一
図
二
七
）
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
除
外
す
る
と
、
す
べ
て
長
さ
が
五
ｍ
未
満
の
小
型
で
あ
り
、
中
・
四
国
地
域
の
大
型
釣
針
と
は
著
し
く
異
な
る
こ
と
、
山
鹿
貝

塚
で
は
縄
文
時
代
中
期
に
潮
る
事
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
「
東
日
本
的
要
素
の
南
下
現
象
」
だ
け
で
は
解
釈
さ
れ
な
い
余
地
が
あ
る
。
し
か

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）
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逆
Ｔ
字
形
釣
針
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
渡
辺
誠
は
こ
の
型
式
の
釣
針
が
渤
海
湾
沿
岸
地

（
８
）

域
に
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
東
日
本
の
逆
Ｔ
字
形
釣
針
と
比
較
し
た
後
で
、
両
者
共
通
し
て
シ
ベ
リ
ア
起
源
を
説
い
た
。
し
か
し
九
州

出
土
の
類
例
に
言
及
せ
ず
、
ま
た
シ
ベ
リ
ア
で
の
事
例
を
検
証
す
る
こ
と
な
く
論
じ
ら
れ
た
た
め
に
、
見
通
し
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

逆
Ｔ
字
形
釣
針
は
長
さ
が
五
ｍ
か
ら
十
ｍ
と
一
定
し
、
七
翌
別
後
の
大
き
さ
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
類
型
で
年
代
が
最
も
遡
上
す
る
事
例

は
、
魯
家
溝
遺
跡
と
白
石
村
遺
跡
の
大
泣
口
文
化
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
魯
家
溝
遺
跡
の
報
告
は
「
両
端
が
尖
り
、
長
さ
五
．
一
匹
と

あ
る
だ
け
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
遺
跡
の
龍
山
文
化
期
の
も
の
は
、
針
中
央
部
に
は
、
何
ら
の
加
工
し
た
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

一
方
白
石
村
貝
塚
中
央
部
両
側
に
快
り
を
入
れ
る
も
の
で
、
年
代
的
に
は
魯
家
溝
遺
跡
の
出
土
品
よ
り
は
古
く
、
今
日
知
ら
れ
る
限
り
、
当
初

か
ら
緊
縮
の
た
め
の
処
置
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
。

中
央
部
に
快
り
を
施
さ
な
い
類
型
で
は
、
ヤ
ス
と
誤
認
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
本
来
は
未
だ
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

こ
の
類
の
釣
針
は
紀
元
前
一
一
一
、
○
○
○
年
紀
末
か
ら
二
、
○
○
○
年
紀
に
か
け
て
の
渤
海
湾
周
辺
地
域
で
最
も
発
達
し
、
し
か
も
一
遺
跡
あ
た

り
の
出
土
量
が
多
い
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
釣
針
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
半
部
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
北
部
に
か
け
て
広
く
分
布
す

（
９
）

（
Ⅲ
）

る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
民
族
事
例
で
も
、
中
国
東
北
地
域
の
民
俗
例
で
も
、
延
縄
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

中
国
東
北
地
域
の
内
陸
河
川
で
は
、
河
川
を
横
切
る
形
に
主
縄
を
張
り
、
脇
糸
を
垂
ら
し
て
釣
針
を
装
着
す
る
の
に
対
し
て
、
沿
岸
部
で
の
ア

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

も
中
・
四
国
や
近
畿
地
方
の
釣
針
出
土
遺
跡
は
基
本
的
に
は
内
湾
性
の
遺
跡
立
地
を
な
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
九
州
地
域
で
単
式
釣
針
を
多

量
に
出
土
し
た
佐
賀
貝
塚
、
脇
岬
遺
跡
、
沖
ノ
原
貝
塚
な
ど
は
外
洋
性
の
立
地
を
示
し
て
い
て
、
内
海
面
や
内
水
面
の
漁
携
を
主
体
と
す
る
東

日
本
的
漁
拶
と
は
大
き
な
異
な
り
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
遺
跡
立
地
の
類
似
性
や
軸
上
端
に
刻
み
も
し
く
は
挾
り
を
入
れ
て
緊
縮
す
る
手

法
な
ど
は
、
欲
知
島
東
港
里
遺
跡
の
も
の
と
の
関
連
性
が
高
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

Ⅲ
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メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
事
例
で
は
、
大
き
な
錘
に
主
縄
を
括
り
、
脇
糸
を
付
け
て
逆
Ｔ
字
形
釣
針
を
装
着
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
方
法

に
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。
渤
海
湾
地
域
で
は
他
の
場
所
に
は
見
ら
れ
な
い
、
大
型
の
石
錘
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
使
用
事

例
が
格
好
の
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
（
第
十
一
図
）
。
従
っ
て
、
沿
岸
に
接
近
す
る
魚
類
が
そ
の
捕
獲
対
象
に
な
っ
た
こ
と
が
そ
う
て
い
で

き
よ
う
。

逆
Ｔ
字
形
釣
針
が
出
土
す
る
遺
跡
や
そ
れ
と
類
似
し
た
立
地
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
る
魚
類
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

一
一
一
里
河
叩
こ
う
忌
め
、
①
｛
○
禄
冒
冒

ボ
ラ
』
ら
命
（
（
Ｃ
ｓ
言
冒
の

ク
ロ
ダ
イ
粋
）
日
切
ョ
Ｑ
９
・
Ｃ
ｓ
言
冒
の

サ
ワ
ラ
粋
・
日
ｃ
①
「
・
己
・
己
の
国
骨
ヨ
・
員
日
の

羊
頭
窪
血
サ
ワ
ラ

ヒ
ラ
メ
帛
占
日
｛
（
＆
ニ
ビ
の
ｓ
ご
Ｄ
８
Ｅ
の

ア
ヵ
ェ
ィ
ロ
ロ
聖
吐
の
号
巳
凰

こ
れ
ら
魚
種
の
中
で
、
沿
岸
部
に
棲
息
す
る
魚
類
と
し
て
は
ク
ロ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ
、
ボ
ラ
、
フ
グ
、
ヒ
ラ
メ
、
ア
カ
エ
イ
な
ど
が
あ
り
、
マ

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

白
石
村
皿
ク
ロ
ダ
イ

照
格
荘
叩
ク
ロ
ダ
イ

サ
ワ
ラ

マ
ダ
ィ
印
閃
司
・
の
己
巳
・
「

ス
ズ
キ
旧
昌
の
。
（
ｇ
日
高
］
畠
）
・
己
目
の

ト
ラ
フ
グ
印
両
忌
日
守
甘
①
の



謡
隈
各
国
礎
ｅ
串
田
鰹
議
料
＝
（
Ｂ
１
Ｒ
）

ｌ田［Ｉ

（Ｖ

害
三
三
二
三

８

~雫鐸塞
、

鍵
薗

一
一
”

９

艀
１
０

３

1
1

４

霞
１
２

＜
三
五
＞

鱒
一
冠

篝襄i二言臺蘂童
Z
〆

第
1
1
図
漁
具
、
漁
法
と
そ
の
主
要
対
象
魚
類

１
；
結
合
式
釣
針
の
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
、
２
；
西
北
九
州
型
、
３
；
蕪
山
里
型
、
４
；
草
島
型
、
５
；
郭
家
村
型
、
６
；
逆
Ｔ
字
形
釣
針
緊
縮
法
、

７
；
逆
Ｔ
字
形
釣
針
使
用
法
、
８
；
ネ
コ
ザ
メ
、
９
；
ホ
シ
ザ
メ
、
１
０
；
サ
ワ
ラ
、
１
１
；
ボ
ラ
、
１
２
；
ス
ズ
キ
、
１
３
；
ク
ロ
ダ
イ
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ダ
イ
も
季
節
に
よ
っ
て
は
沿
岸
部
に
近
接
し
て
生
活
す
る
。
サ
ワ
ラ
、
こ
う
は
回
遊
魚
で
あ
り
沿
岸
部
に
近
接
す
る
機
会
は
あ
ま
り
多
く
な
い

こ
と
か
ら
、
渤
海
湾
地
帯
で
は
逆
Ｔ
字
形
釣
針
が
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ
、
ボ
ラ
な
ど
を
主
た
る
対
象
に
し
て
い
た
こ
と
が
窺
が
え
る
。

黄
海
沿
岸
部
の
古
南
里
遺
跡
や
朝
鮮
海
峡
北
岸
の
地
帯
で
も
、
遺
跡
発
見
自
然
遺
物
の
中
に
同
上
の
魚
種
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
域
で
も
逆
Ｔ
字
形
釣
針
の
捕
獲
対
象
は
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

逆
Ｔ
字
形
釣
針
を
出
土
す
る
九
州
の
遺
跡
出
土
魚
類
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

フ
グ

大
浜
貝
塚
函
ブ
リ

佐
賀
貝
塚
亜
マ
ダ
イ

ト
ラ
フ
グ

山
鹿
貝
塚
血
マ
ダ
イ

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
拶
文
化
（
甲
元
）

ク
ロ
ダ
イ

ヘ
ダ
ィ
轡
Ｓ
層
②
§
３
Ｄ

イ
シ
ダ
イ
○
且
、
応
ゴ
ミ
岑
巨
、
、
●
②
ｇ
ｓ
Ｅ
の

コ
ブ
ダ
イ
、
ｇ
員
８
の
の
望
已
討
巨
の
『
応
は
ロ
ミ
ロ
ミ
の

ブ
リ
、
⑮
風
。
』
ロ
ロ
ミ
ロ
屋
①
ａ
ｓ
ｓ
Ｄ

ヘ
ダ
イ

ク
ロ
ダ
イ

フス

グズ
類キ

ス
ズ
キ
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こ
れ
ら
遺
跡
出
土
の
魚
骨
は
基
本
的
に
は
朝
鮮
や
渤
海
湾
一
帯
の
魚
類
と
変
わ
り
は
な
く
、
逆
Ｔ
字
形
釣
針
は
沿
岸
部
に
棲
息
す
る
ス
ズ
キ

科
の
魚
類
を
中
心
と
し
た
漁
携
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
逆
Ｔ
字
形
釣
針
は
渤
海
湾
Ｉ
朝
鮮
西
海
岸
～
朝
鮮
海
峡
～
九
州
西
海

（
、
）

岸
を
結
ぶ
共
通
す
る
漁
法
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

逆
Ｔ
字
形
釣
針
は
九
州
で
は
縄
文
時
代
後
期
に
出
現
し
、
弥
生
時
代
に
ま
で
引
き
継
が
れ
る
。
朝
鮮
で
は
新
石
器
時
代
の
末
期
か
ら
青
銅
器

時
代
に
存
在
す
る
。
渤
海
湾
一
帯
で
は
紀
元
前
二
、
○
○
○
年
紀
の
温
暖
期
に
隆
盛
す
る
漁
法
の
一
つ
で
あ
り
、
海
進
に
よ
り
沿
岸
部
に
格
好

の
漁
場
が
形
成
さ
れ
た
時
期
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
縄
文
時
代
後
期
相
当
期
に
は
山
東
、
遼
東
、
朝
鮮
西
海
岸
、
朝
鮮
南
海

（
胆
）

岸
、
西
北
九
州
を
繋
い
で
の
大
き
な
情
報
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

脇
岬
遺
跡
函
エ
イ
目

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
搭
文
化
（
甲
元
）

カ
ツ
オ
属

ブ
リ
属

マ
グ
ロ
属

ソ
ウ
ダ
ガ
ッ
オ
属

イ
シ
ダ
イ

カ
ン
ダ
イ

ハ
タ
の
一
種
幹
、
日
員
只
：

ス
ズ
キ

マ
ダ
イ

ハ
タ
属

マ
ダ
イ
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渤
海
湾
一
帯
で
の
結
合
式
釣
針
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
今
ま
で
の
と
こ
ろ
遼
東
の
郭
家
村
貝
塚

と
北
呉
屯
貝
塚
で
針
部
が
確
認
さ
れ
、
大
噴
子
遺
跡
で
鹿
角
製
の
軸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
針
部
は
軸
と
結
合
す
る
部
分
に
面
取

り
が
あ
り
、
こ
れ
と
反
対
側
の
針
末
端
部
に
は
刻
み
も
し
く
は
扶
り
に
よ
る
緊
縮
の
た
め
の
処
置
が
施
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

年
代
的
に
は
紀
元
前
三
、
○
○
○
年
紀
か
ら
二
、
○
○
○
年
紀
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
他
地
域
と
の
関
係
は
分
か
ら
な
い
。

郭
家
村
の
事
例
を
遡
上
す
る
可
能
性
の
あ
る
結
合
式
釣
針
の
例
と
し
て
、
北
辛
遺
跡
の
上
端
に
挾
り
を
も
つ
鹿
角
製
の
軸
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

（
旧
〉

き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
釣
り
〈
ロ
う
針
部
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
を
待
つ
し
か
な
い
。

（
皿
）

〈
旧
〉

結
合
式
釣
針
は
、
ン
ベ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
民
族
事
例
に
よ
る
と
、
石
の
錘
を
付
け
て
、
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
漁
法
で
回
遊
魚
を

（
肥
）

捕
獲
す
る
の
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
（
第
十
一
図
）
、
中
国
東
北
内
陸
部
で
は
同
じ
く
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
漁
法
に
よ
り
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
捕
獲

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
単
式
釣
針
や
逆
Ｔ
字
形
釣
針
と
は
異
な
っ
て
、
よ
り
大
型
の
魚
類
を
対
象
と
し
た
漁
法
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
が
え
よ
う
。
渤
海
湾
で
結
合
式
釣
針
の
対
象
と
想
定
さ
れ
る
魚
類
と
し
て
、
遺
跡
出
土
の
魚
骨
を
取
り
上
げ
る
と
、
サ
ワ
ラ
、
ヒ
ー
フ
、

チ
ョ
ウ
ザ
メ
レ
・
］
己
の
ど
の
閂
の
己
・
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
黄
海
に
多
く
生
息
す
る
サ
メ
目
も
対
象
と
し
た
こ
と
が
朝
鮮
南
部
や

と
が
窺
が
え
よ
う
。
渤
海
湾
で
結
合
式
釣
針
の
対
象
レ

チ
ョ
ウ
ザ
メ
レ
・
］
己
の
ど
の
閂
の
己
．
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、

西
北
九
州
の
事
例
に
照
ら
し
て
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。

（
Ⅳ
）

て
き
た
。
西
北
九
州
型
結
〈
□
辛

の
繋
が
り
は
無
視
し
え
な
い
。

（
⑲
）

河
仁
秀
は
凡
方
洞
貝
塚
の
報
告
書
の
中
で
結
合
式
釣
針
の
軸
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
結
ヘ
ロ
式
釣
針
の
分
類
を
行
っ
た
。

Ｉ
類
》
軸
の
形
態
は
全
体
的
に
Ｉ
字
形
を
な
し
、
頭
部
に
は
一
周
す
る
溝
を
巡
ら
す
。
針
と
接
合
す
る
部
分
に
面
取
り
を
行
い
、
そ
の
反

日
本
と
朝
鮮
の
結
合
式
釣
針
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
渡
辺
誠
に
よ
り
朝
鮮
海
峡
を
挟
む
両
地
帯
で
共
通
す
る
漁
法
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

（
Ⅳ
）

（
旧
）

き
た
。
西
北
九
州
型
結
合
式
釣
針
（
坂
田
邦
洋
の
一
一
一
一
口
う
脇
岬
Ｂ
型
）
は
慶
尚
南
道
の
上
老
大
島
で
の
出
土
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

Ⅳ



160

こ
れ
ら
各
類
型
は
凡
方
洞
遺
跡
で
の
層
位
関
係
か
ら
Ｉ
。
Ⅱ
↓
Ⅲ
↓
Ⅳ
と
変
遷
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
必
ず
し
も
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
形
式
的
推
移
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
石
製
軸
を
も
つ
も
の
か
ら
鹿
角
製
軸
へ
の
変
化
と
い
う

大
ま
か
な
変
遷
を
捉
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
針
部
と
軸
部
の
結
合
方
法
に
着
目
す
る
と
（
第
十
一
図
参
照
）
、
針
部
の
末
端
部
と
軸
部
の
末

端
部
を
面
取
り
し
て
繋
ぐ
方
法
（
篭
山
里
型
と
郭
家
村
型
）
）
、
針
部
と
軸
部
を
重
ね
て
繋
ぐ
方
法
（
草
島
型
）
、
針
部
の
下
部
に
溝
を
付
け
、

軸
部
を
差
し
込
む
方
法
と
が
見
ら
れ
る
（
西
北
九
州
型
）
。
第
三
番
目
の
方
法
は
針
を
イ
ノ
シ
シ
の
牙
で
栫
え
る
も
の
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
正
林
護
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
歯
冠
部
に
逆
刺
を
設
け
る
と
い
う
イ
ノ
シ
シ
の
牙
の
利
用
部
位
か
ら
齋
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
針

（
印
）

部
が
イ
ノ
シ
、
ン
の
牙
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
し
て
、
出
現
し
た
装
着
方
法
と
想
定
さ
れ
る
。

（
則
）

結
合
式
釣
針
の
系
譜
に
関
し
て
は
、
小
畑
弘
己
が
論
じ
る
よ
う
に
バ
イ
カ
ル
地
域
と
の
年
代
的
・
地
理
的
隔
た
り
が
大
き
く
、
直
接
そ
の
地

域
と
結
び
付
け
る
こ
と
は
現
状
で
は
不
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
但
し
日
本
の
東
北
・
北
海
道
の
縄
文
前
期
に
結
合
式
釣
針
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
黒
龍
江
下
流
域
を
含
め
た
東
北
ア
ジ
ア
の
ど
こ
か
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
が
、
今
日
見
ら
れ
る
結
合
式
釣
針
分

布
の
状
況
下
で
は
日
本
海
の
西
沿
岸
地
域
は
独
自
の
起
源
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

結
合
式
釣
針
を
出
土
す
る
遺
跡
で
、
逆
Ｔ
字
形
釣
針
と
は
異
な
っ
た
捕
獲
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
魚
類
と
し
て
は
、

煙
台
島
遺
跡
函
ネ
コ
ザ
メ
科
帛
寄
忌
、
ａ
・
言
巨
の
呂
・

Ⅲ
類
》
平
面
形
は
Ｊ
字
形
を
な
し
、
頭
部
に
溝
を
施
し
、
軸
末
端
の
接
合
面
を
面
取
り
し
て
、
そ
の
反
対
側
に
刻
み
を
も
つ
。

Ⅳ
類
叩
類
と
形
態
は
類
似
す
る
が
、
接
合
部
反
対
側
に
刻
み
が
無
い
も
の
で
、
そ
こ
が
曲
線
的
に
な
る
Ａ
形
式
と
突
出
部
を
も
つ
Ｂ
形
式

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

対
側
に
突
出
部
を
設
け
る
。

Ⅱ
類
函
軸
身
の
断
面
が
隅
丸
方
形
も
し
く
は
長
方
形
で
Ｉ
類
よ
り
も
平
た
い
。
ま
た
接
合
部
が
若
干
窪
み
、
反
対
側
に
は
緊
縮
の
た
め
の

刻
み
が
あ
る
。

に
分
か
れ
る
。
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大
浜
貝
塚
函
ブ
リ

中
島
貝
塚
韓
サ
メ

脇
岬
遺
跡
錨
ブ
リ
属

佐
賀
貝
塚
卵
ア
オ
ザ
メ

几
方
洞
貝
塚
卵
ツ
ノ
ザ
メ
科

志
多
留
貝
塚
で
ネ
ズ
ミ
ザ
メ

ア
オ
ザ
メ

東
三
洞
貝
塚
、
サ
メ
科

ツ
ノ
ザ
メ
科
母
屋
昌
冒
⑮

上
老
大
島
遺
跡
》
サ
メ
科
貯
忌
１
ｓ
①
召
．

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

マ
グ
ロ
属

ソ
ウ
ダ
ガ
ッ
オ
属

カ
ツ
オ
属

ブ

リ

モ
ウ
カ
ザ
メ
旧
ミ
ョ
ョ
ロ
＆
弓
。
且
②

ブ
リ
、
、
風
。
旨
□
厘
冒
口
巨
①
日
昌
冒
ご

●

ア
オ
ザ
メ
房
ミ
昌
、

メ
ジ
ロ
ザ
メ
科
。

サ
ワ
ラ
ｍ
ｐ
ｏ
ミ
。
の
、
。
冒
○
日
切
冒
甘
岑
○
量
目
の

５
ｓ
胃
Ｐ
Ｒ
○
○
ョ
＆
言

〔
ざ
、
ロ
弓
ｐ
Ｈ
弓
『
＆
口
①
、
囮

町
』
Ｑ
屋
。
Ｅ
②

呂
Ｃ
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環
東
中
国
海
沿
岸
地
域
で
出
土
す
る
単
式
釣
針
は
新
石
器
段
階
の
も
の
は
す
べ
て
小
型
で
、
青
銅
器
時
代
以
降
大
型
の
も
の
が
出
現
す
る
。

中
国
の
場
合
沿
岸
部
よ
り
も
淡
水
地
域
で
小
型
単
式
釣
針
が
早
く
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
河
川
漁
法
の
応
用
と
し
て
、
沿
岸
部
で
使
用
さ
れ
た

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
朝
鮮
や
九
州
で
の
始
ま
り
に
関
し
て
は
、
遼
東
地
域
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
九
州
出
土
の
小
型
単

式
釣
針
も
南
部
朝
鮮
と
関
連
し
て
出
現
す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
東
日
本
か
ら
の
内
海
内
水
面
漁
携
の
伝
播
に
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
か
、
現
状

で
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
結
合
式
釣
針
や
逆
Ｔ
字
形
釣
針
に
比
べ
、
地
域
的
な
偏
差
が
大
き
い
。

東
中
国
海
沿
岸
地
域
で
最
も
早
く
出
現
す
る
釣
具
は
結
合
式
釣
針
で
、
朝
鮮
の
東
海
岸
と
朝
鮮
海
峡
を
挟
む
両
地
域
に
見
ら
れ
る
。
篭
山
里

遺
跡
や
凡
方
洞
貝
塚
で
出
土
す
る
籍
山
里
型
釣
針
が
初
源
で
、
軸
を
石
で
製
作
す
る
も
の
で
あ
り
、
バ
イ
カ
ル
地
域
の
凍
石
で
軸
を
作
る
こ
と

と
共
通
す
る
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
が
隆
盛
す
る
の
は
紀
元
前
一
一
一
、
○
○
○
年
紀
末
か
ら
二
、
○
○
○
年

紀
に
か
け
て
で
あ
り
、
軸
は
石
製
と
鹿
角
製
が
あ
り
、
針
先
は
骨
製
や
イ
ノ
シ
シ
の
牙
が
使
用
さ
れ
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
牙
を
使
用
す
る
と
き
、

宮
下
貝
塚
で
不
ズ
ミ
ザ
メ

な
ど
が
あ
り
、
圧
倒
的
に
サ
メ
類
が
多
い
。
こ
れ
に
カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
、
サ
ワ
ラ
、
ブ
リ
、
ニ
ベ
な
ど
の
回
遊
魚
が
加
わ
る
の
で
あ
り
、
サ

メ
類
を
基
本
的
な
捕
獲
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
季
節
的
に
そ
の
他
の
大
型
回
遊
魚
も
対
象
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

朝
鮮
東
北
部
と
沿
海
州
南
部
で
は
三
遺
跡
で
結
合
式
釣
針
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
西
浦
項
貝
塚
の
新
石
器
時
代
末
期
層

と
青
銅
器
時
代
層
出
土
品
に
結
合
式
釣
針
の
針
部
と
も
想
定
で
き
る
漁
具
が
あ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
地
域
に
見
ら
れ
る
軸
は
鹿
角
製

で
あ
る
が
、
針
は
ブ
タ
の
牙
、
鹿
の
骨
、
イ
ル
カ
の
犬
歯
な
ど
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
し
か
し
針
部
分
と
軸
部
の
結
合
方
式
は
単
純

に
重
ね
て
繋
ぐ
や
り
か
た
で
あ
る
。

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
播
文
化
（
甲
元
）

お
わ
り
に

カ
ツ
オ



163

歯
冠
部
に
逆
刺
を
作
り
、
歯
根
部
を
軸
と
緊
縮
す
る
た
め
に
駐
郷
質
を
削
り
込
む
こ
と
で
、
西
北
九
州
型
の
結
合
式
釣
針
が
誕
生
す
る
。
渤
海

湾
一
帯
に
お
い
て
も
紀
元
前
三
、
○
○
○
年
紀
に
鹿
角
や
骨
を
利
用
し
た
結
合
式
釣
針
が
出
現
す
る
。
針
先
の
形
状
が
朝
鮮
で
展
開
す
る
形
態

と
は
異
な
り
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
内
陸
河
川
地
域
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
な
ど
の
大
型
漁
を
対
象
と
し
た
漁
搭
と
関
連
す
る

も
の
か
、
あ
る
い
は
朝
鮮
南
部
地
域
の
漁
法
の
伝
播
か
の
両
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
東
北
朝
鮮
と
沿
海
州
で
は
紀
元
前
一
、
○
○
○
年
紀
の
青

銅
器
時
代
に
結
合
式
釣
針
が
卓
越
す
る
。
草
島
貝
塚
で
は
多
量
の
鹿
角
骨
製
の
針
先
と
軸
が
出
土
す
る
が
、
ペ
ス
チ
ャ
ヌ
イ
遺
跡
で
は
針
先
に

イ
ル
カ
の
歯
を
使
用
す
る
な
ど
、
漁
具
と
し
て
の
統
一
性
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
鳥
や
獣
の
爪
を
利
用
す
る
と
い
う
古
い
伝
統
が
生
き
て
い

る
と
見
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
結
合
式
釣
針
に
よ
る
漁
法
の
周
辺
地
域
で
の
現
象
と
す
る
べ
き
か
判
断
に
迷
う
。

こ
う
し
た
結
合
式
釣
針
は
基
本
的
に
は
外
海
に
お
い
て
、
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
釣
り
上
げ
る
漁
法
で
あ
り
、
出
土
す
る
魚
骨
と
の
対

比
か
ら
そ
の
対
象
と
し
て
サ
メ
目
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
も
サ
ワ
ラ
、
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、
ブ
リ
、
ニ
ベ
な
ど
の
回
遊
魚
も
捕
獲
対
象

で
あ
っ
た
こ
と
が
発
掘
さ
れ
た
資
料
か
ら
想
定
で
き
る
。
従
来
の
石
鈷
な
ど
の
刺
突
具
と
組
み
合
わ
せ
て
、
よ
り
効
果
的
な
漁
法
と
し
て
結
合

式
釣
針
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

逆
Ｔ
字
形
釣
針
は
紀
元
前
六
、
○
○
○
年
紀
に
渤
海
湾
周
辺
に
出
現
し
、
紀
一
兀
前
一
一
一
、
○
○
○
年
紀
末
か
ら
一
一
、
○
○
○
年
紀
に
か
け
て
遼

〈
醜
）

東
地
域
で
卓
越
す
る
。
朝
鮮
南
部
で
は
欲
知
島
東
港
里
貝
塚
や
東
三
洞
貝
塚
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
東
港
里
貝
塚
で
は
遼
東
の
呉
家
村
遺
跡

（
麺
）

出
土
口
叩
と
類
似
し
た
猪
型
土
偶
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
両
者
が
緊
密
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
朝
鮮
や
西
北
九
州
出
土
の
逆
Ｔ
字
形

釣
針
は
渤
海
湾
地
域
と
の
関
連
の
中
に
出
現
し
た
こ
と
が
窺
が
え
る
。

逆
Ｔ
字
形
釣
針
は
延
縄
に
よ
る
漁
法
で
あ
り
、
沿
岸
部
に
接
近
す
る
対
象
を
捕
獲
す
る
た
め
の
も
の
で
、
ス
ズ
キ
、
ボ
ラ
、
ク
ロ
ダ
イ
あ
る

い
は
マ
ダ
イ
な
ど
が
主
た
る
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
出
土
魚
骨
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

紀
元
前
二
、
○
○
○
年
紀
の
段
階
で
渤
海
湾
と
朝
鮮
南
部
、
西
北
九
州
に
共
通
す
る
漁
具
と
漁
法
の
存
在
は
、
彼
我
の
間
に
恒
常
的
な
繋
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
稲
作
栽
培
を
含
め
た
雑
穀
農
耕
文
化
と
密
接
に
係
り
あ
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）
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注 な
お
本
稿
は
平
成
十
年
度
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
「
日
本
人
お
よ
び
日
本
文
化
の
起
源
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」
（
考
古
学
部
門
代
表

春
成
秀
爾
）
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

日
本
に
お
け
る
農
耕
文
化
成
立
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

本
文
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
渡
辺
誠
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
か
ら
学
び
、
山
崎
純
男
氏
か
ら
の
教
授
に
よ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を

、
渡
辺
誠
『
縄
寺

⑧
注
⑪
に
同
じ
。

⑨
四
ｍ
←
の
ゴ
ロ
具

⑩
岡
本
正
一
豆

こ
の
点
に
関
し
｝

⑪
甲
元
眞
之
「
黄

⑫
甲
元
眞
之
「
朝

⑬
中
国
社
会
科
弩

⑬
弓
一
目
言
○
田
）
一

Ⅲ
渡
辺
誠
「
中
国
古
代
の
釣
針
」
「
東
ア
ジ
ア
の
考
古
と
歴
史
」
’
九
八
七
年
。

②
雨
宮
瑞
生
「
先
史
時
代
環
東
中
国
海
諸
地
域
に
お
け
る
骨
角
牙
製
漁
携
具
」
『
物
質
文
化
」
四
八
号
、
’
九
八
七
年
、
同
「
南
九
州
の
縄
文
時
代
釣
針
」
「
季

刊
考
古
学
』
第
二
五
号
、
’
九
八
八
年
。

③
金
建
沫
「
韓
半
島
の
原
始
・
古
代
漁
業
」
『
韓
国
上
古
史
学
報
」
第
二
○
号
、
一
九
九
五
年
。

側
申
叔
静
『
我
が
国
南
海
岸
地
方
の
新
石
器
文
化
研
究
」
学
研
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
九
四
年
。

⑤
甲
元
眞
之
「
先
史
時
代
対
外
交
流
」
「
岩
波
講
座
日
本
の
社
会
史
」
第
一
巻
、
一
九
八
七
年
。

⑥
以
下
先
史
時
代
遺
跡
出
土
の
魚
骨
の
出
典
に
関
し
て
は
、
甲
元
眞
之
『
環
東
中
国
海
沿
岸
地
域
の
先
史
文
化
」
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
重
点
領
域
研
究
（
二

考
古
学
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
八
年
、
及
び
同
平
成
一
○
年
度
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
（
Ａ
）
考
古
学
研
究
成
果
報
告
書
、
’
九
九
九
年
を
参
照
の
こ

と
○

四
・
の
言
の
ミ
ロ
ニ
［
己
』
ロ
ロ
国
切
宮
口
、
・
の
①
口
三
の
ご
曰
く
の
司
巴
目
・
鳧
二
口
の
三
目
四
・
口
句
司
の
の
、
》
一
九
九
七

岡
本
正
一
『
満
支
の
水
産
事
情
』
水
産
通
信
社
、
東
京
、
’
九
四
○
年
。

の
点
に
関
し
て
は
一
九
九
二
年
中
国
石
家
荘
市
で
開
催
さ
れ
た
環
渤
海
考
古
学
術
討
論
会
に
お
い
て
既
に
発
表
し
た
。

甲
元
眞
之
「
黄
・
渤
海
周
囲
地
区
的
史
前
時
期
漁
拶
」
「
環
渤
海
考
古
学
術
討
論
会
論
文
集
」
一
九
九
六
年
、
石
家
荘
、
知
識
出
版
社
。

甲
元
眞
之
「
朝
鮮
先
史
時
代
の
漁
携
関
係
遺
物
」
『
古
文
化
談
叢
』
三
○
集
、
一
九
九
三
年
。

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
山
東
隊
・
山
東
省
滕
県
博
物
館
「
山
東
滕
県
北
辛
遺
阯
発
掘
報
告
」
「
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
二
期
。

弓
一
望
。
罠
二
○
田
〉
。
『
｛
の
ロ
『
《
一
｛
一
】
Ｃ
ｕ
『
】
｛
。
『
ロ
巴
Ｓ
｝
三
シ
負
の
臣
『
。
。
》
酉
の
三
三
「
己
塵
Ｐ
ご
『
、
．

誠
『
縄
文
時
代
の
漁
業
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
三
年
。
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蜘幽②)剛(191(、(17)(１１０５）

遼国小長釜坂渡注注
寧立畑崎山田辺(5)(9)
省晋弘県広邦誠に｜こ
博州己峰域洋一同同
物博ヲ町市一日じじ
Ａ肯Ｉ脱ン二世ＡＰ４ｄ労Ｊｂ璋卜さ香ＣＯ

国
立
晋
州
博
物
館
「
欲
知
島
」

釜
山
広
域
市
博
物
館
「
凡
方
貝
塚
」
一
九
九
六
年
。

長
崎
県
峰
町
教
育
委
員
会
「
佐
賀
貝
塚
」
一
九
八
九
年
。

小
畑
弘
己
「
シ
ベ
リ
ア
先
史
時
代
の
釣
針
と
漁
携
」
「
古
文
化
談
叢
」

環
東
中
国
海
の
先
史
漁
携
文
化
（
甲
元
）

寧
省
博
物
館
・
旅
順
博
物
館
・
長
海
県
文
化
館
「
長
海
広
鹿
島
大
長
山
島
貝
丘
遺
吐
」
「
考
古
学
報
」

日
韓
交
流
の
民
族
考
古
学
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

『
対
馬
の
考
古
学
』

一
九
八
九
年
。

一
九
七
六
年
。

’
九
九
五
年
。

’
’
’
一
〈
集
、
一
九
九
六
年
。

’
九
八
一
年
一
期
。
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